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川のまるごと
再生プロジェクト展開中！
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▶ 問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121
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　平成23年6月1日から新築・既存を問わず全て
の住宅に住宅用火災警報器（以下「住警器」）」の
設置が義務付けられています。皆さんは住警器を
設置していますか。
　今月は、住警器設置をＰＲするために消防本部
で結成された「浮き城消隊住警器マン」（以下「住
警器マン」）が、住警器の設置場所や設置方法な
どを紹介します。

　今年度結成された「住警器マン」は、行田浮き城まつり
や11月にイオンモール羽生で開催された埼玉県女性消防
団員の日創設記念FESなどのイベントに積極的に参加し、
住警器設置を呼び掛けています。
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住宅火災100件当たりの
死者数
（人／火災100件）

設置あり

住宅用火災警報器
浮き城消隊住警器マンが設置方法などを解説します

住宅用火災警報器を設置しよう

悪質な訪問販売にご注意ください

「いざ」というときのために
点検・お手入れを

※機能により価格が異なります。

ホームセンターや家電量販店で
1個2,000円～ 3,000円くらい
で購入できます。

　火災死者数は就寝時間帯に多いため、普段寝室として使用している部屋に設置し
ます。２階に寝室がある場合は、階段にも設置しなければなりません。（台所は設
置義務はありませんが、火災の可能性が高いので設置をお勧めします）天井取り付
けタイプは、警報機の中心を壁やはりから60cm以上、またはエアコンなどの空気
吹き出し口から1.5m以上離して取り付けます。また、壁掛けタイプは天井から15
～ 50cm以内に取り付けます。

　自宅を訪問して「消防署の方から来ました。住宅用火災警報器を設置しない
と罰金ですよ」などと不安をあおり、高額な値段で住警器を売りつける事例が
発生しています。消防職員が販売や部屋に入って確認・点検をすることはあり
ません。また、設置しなくても罰則はありません。もし、だまされて購入して
しまったと思った場合は、消費生活センターにご相談ください。なお、住警器
はクーリングオフの対象商品になっています。

　取り付ける際は椅子や脚立に乗り、ドライバーを使
用して固定します。

　住警器は電池が
切れると作動しなく
なります。定期的に
（月に1回程度）ボタ
ンを押したり、ひも
を引いたりして点検
しましょう。

住宅用火災警報器を購入する

住宅用火災警報器を設置する場所は？

住宅用火災警報器を設置する

STEP 1

STEP 2

STEP 3

実践

注意

注目

1.5m以上60cm以上

ついていますか？
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「行田版　ケイタイ ・スマホ　家庭の約束」を策定しました

▶ 勤務時間　1日6時間、年間90日～ 160日以内（予定）
▶勤務場所　市内中学校
▶ 活動内容　スクールカウンセラーや学校職員と連携した、生
徒への相談・援助活動。また、いじめや不登校をはじめとす
る諸問題の解決に向けた、学校･家庭･地域との連携を深める
活動の支援

▶ 応募要件　平成28年4月1日現在、満22歳以上で学校教育に
理解があり、子どもとの触れ合いや悩みの相談に親身になっ
て応じる意欲のある方

▶募集人数　若干名
▶ 賃 金　時給1,000円（予
定）

▶ 選考方法　書類審査および
面接（2月下旬～ 3月中旬）

▶ 申し込み　2月1日㈪から学
校教育課で配布する応募書
類（市ホームページからダウ
ンロード可）に必要事項を記入の上、2月10日㈬～ 22日㈪に本
人が同課に持参してください。

▶ 問い合わせ　同課指導担当☎ 556―8316

行田市さわやか相談員を
募集します

下水道事業受益者
負担金を
お支払いの方へ

第4納期限　2月29日㈪
　受益者負担金は、下水道供用開始と
なった時点で、使用の有無を問わず土
地の面積に応じて賦課されます。この
負担金の納付には便利な口座振替をご
利用ください。また、期限内の納付が
困難な場合は、納付相談をご利用くだ
さい。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売
買・相続などにより受益者の変更が
あった方は、下水道課までご連絡くだ
さい。
▶ 問い合わせ　同課業務担当☎564―
0303（前谷1―1・水道庁舎内）

行田版　ケイタイ・スマホ　家庭の約束
　行田市教育委員会では、携帯電話やスマートフォンを上手に使うための対策として、携帯電話やスマートフォンの「家庭
での約束づくり」を推進しています。次の「行田版　ケイタイ・スマホ　家庭の約束」は、行田の宝である子供たちの健全育
成を願って、行田市小中学校生徒指導強化推進委員会、行田地区学校警察連絡協議会、行田市ＰＴＡ連合会、行田市校長会、
行田市教頭会で審議し策定しました。今後、児童生徒の保護者には、ＰＴＡ会長ならびに学校長から「家庭での約束づくり」
のお願いをする予定です。

「行田版　ケイタイ・スマホ　家庭の約束」策定の背景
　携帯電話やスマートフォンは、便利な反面、多くの負の側面も持っています。例えば、無料通信アプリでの無視やグルー
プはずし、誹

ひぼ う
謗中傷、画像や動画の拡散など…。児童生徒が被害者になるばかりでなく、加害者になる可能性もあります。

しかし、家庭で約束を決めて使用している割合は、決して高いとはいえません。子どもが携帯電話やスマートフォンを使用
する際のルールや約束事は、各家庭できちんと話し合って決めることが必要です。

現状　平成27年度埼玉県学力・学習状況調査、全国学力・学習状況調査、他の都道府県教育委員会の調査、警察庁の調査より
（1）本市児童生徒の月～金曜日における、携帯電話やスマートフォンでの通話やメール、インターネットの１日の使用時間

学年が上がるにつれて、「全く使用しない(未所持者含む)」の割合が少なくなり、「１時間以上使用している」の割合が高くなっ
ている。

「行田版　ケイタイ・スマホ　家庭の約束」を通して、身に付けさせたいルールやマナー
・「時間の管理」を通して、健康な生活習慣や携帯電話やスマートフォンを利用するときのマナーが身に付きます。
・「場所の管理」を通して、保護者が責任を持って管理できる環境をつくることができます。
・ 「被害者にならないために」を通して、いじめや人間関係のトラブルや犯罪に巻き込まれないようにするための力が身に付
きます。

・ 「加害者にならないために」を通して、いじめや人間関係のトラブルや犯罪の加害者とならない力が身に付きます。
・ 「家庭の約束」を通して、家族や社会の一員としての自覚が深まり、ルールを大切にする児童生徒を育てることができます。

（２）本市児童生徒の携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネットをすることについて、家の人と約束を決めている割合

家庭の約束を決めている割合が高くない状況にある。
（３）ＳＮＳによるトラブルの状況…年齢が上がるとトラブルが増加している(誹謗中傷や仲間外れが多くなっている）。
（４）出会い系サイトやコミュニティサイトに起因する犯罪に巻き込まれる状況
　　…被害児童生徒の数は、年々増加している。※被害児童生徒のほとんどがフィルタリングを利用していない。
（５）スマートフォンなどの使用時間と学力、健康との関係
　　…携帯電話やスマートフォンなどを長時間使用している児童生徒は、
　　　　・学力・学習状況調査の正答率が低い。
　　　　・就寝時間が遅く「自分のことが好き」と回答する割合が低く、「何でもないことにイライラすることがある」の割合が高い。
　　　　・「目が悪くなった、睡眠不足になった、夜なかなか眠れなくなった」と答えた割合が高い。

◎ 子どもに携帯電話やスマートフォンをどうしても持たせる場合は、必ず家庭の約束を
決めましょう。
◎ 次の約束は、行田市教育委員会が多くの団体に協力を依頼し、作成したものです。
◎ これを参考に、各家庭で話し合って、大切な子供たちを守るルールを決めま
しょう。
　※　・（　　　　　　　　）には、各家庭独自で決めたルールを入れましょう。

▶問い合わせ　学校教育課学校教育改革・指導担当☎556―8316

行田市小中学校生徒指導強化推進委員会
行田地区学校警察連絡協議会
行田市ＰＴＡ連合会
行田市校長会・行田市教頭会
行田市教育委員会
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　12月16日、知事公館で「元気な商店街応援事業表彰式」
が行われ、特定非営利活動法人行田観光物産会が埼玉県
知事より表彰されました。
　この賞は、商店街を活動の場にした優れた活性化の取
り組みを表彰するもので、同会はこれまで行田の特産品
を使用した商品開発や観光ＰＲ、また、商店街からまち
を盛り上げ、その魅力を発信するために「行田あきんど市」
を実施しており、その取り組みが高く評価されました。
▶問い合わせ　商工観光課商工振興担当（内線383）

　聴覚・音声または言語機能に障害のある方に対して、手話通訳を行う登録通訳者の選考試験を実施し
ます。登録後は、派遣申請に基づき手話通訳業務を依頼します。

▶試験日時　3月13日㈰午前9時30分~正午
▶場 所　総合福祉会館「やすらぎの里」
▶受験資格　平成28年4月1日現在、満20歳以上の方（学生は除く）
▶試験内容　

筆　　記

①行田市の福祉に関する知識
②聴覚障害者に関する知識
③障害者福祉に関する知識
④手話通訳に関する知識

50分

聞き取り 手話表現　　　　2問 　5分

読み取り 口　　述　　　　2問 　5分

面　　接 ― 10分

※ 手話通訳士の資格を有する方、全国統一試験または埼玉県の登
録手話通訳者認定試験に合格している方は面接のみ行います。

▶申し込み　 2月1日㈪から福祉課と行田市社会福祉協議会で配布
する所定の申込用紙に必要事項を記入し、選考試験実
施要領を参照の上、2月29日㈪（必着）までに提出して
ください。※選考試験実施要領と申込書の配布は、土・
日曜日、祝日を除きます。

▶問い合わせ　 福祉課障害福祉担当（内線266）または同協議会☎557
―5400

67

　12月24日、知事公館で「第3回埼玉県おもてなし大
賞表彰式」が行われ、奨励賞を受賞した忍城おもてなし
甲冑隊を代表し、大将･成田長親さんが出席しました。
「埼玉県おもてなし大賞」とは、県が観光客らに対して心
のこもったおもてなしをしている企業・団体・個人を表
彰するものです。今回、忍城おもてなし甲冑隊は、総重
量10キログラム以上のよろい甲冑を身に着け、コミカ
ルで迫力ある演舞を行うなど、「独自のおもてなし」で行
田を訪れた方に楽しんでもらえるように取り組んだこと
が高く評価されました。
　これからも甲冑隊は、さらに磨きをかけた「おもてな
し」で行田を訪れる観光客の皆さんを迎えます。
▶問い合わせ　商工観光課観光担当（内線389）

忍城おもてなし甲冑隊が

「第３回埼玉県おもてなし大賞」
奨励賞を受賞しました

特定非営利活動法人行田観光物産会が

「元気な商店街応援事業表彰」
を受賞しました

　本市の観光資源などを市内外に紹介し、市のイ
メージアップや観光振興を図るとともに、観光客
の誘致や行田ファンの拡大など、地域活性化を推
進するため、「行田市観光サポーター」を募集しま
す。
▶応募資格　 本市に愛着を持ち、本市の良さや情

報を広く発信していただける方
▶委嘱期間　委嘱の日より2年間
▶役 割　① 市の提供する観光パンフレットの

配布やＳＮＳによる情報発信な
ど、さまざまな機会を捉えて市の
魅力を積極的にＰＲする

　　　　　　② 市の主催するイベントや祭典への
協力

　　　　　　③ その他本市の観光振興に関するこ
とへの協力

▶報 酬　無償
▶応募方法　 応募用紙（商工観光課、ＪＲ行田駅

前観光案内所、ぶらっと♪ぎょうだ
で配布）に必要事項を記入の上、商
工観光課まで持参、郵送、ＦＡＸ
のいずれかの方法でご応募くださ
い。【持参・郵送】〒361―8601 行
田市本丸2―5 行田市商工観光課
【FAX】553―5063

▶問い合わせ　同課観光担当（内線389）
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永野 修之 氏

あなたも行田市の登録手話通訳者になりませんか

観光サポーターを募集します
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　毎月1日に発行している「市報ぎょうだ」は、自治会を通してお届けしている他、市内の公共施設でも配布して
います。平成26年度からはコンビニエンスストアでの配布も開始しましたので、ご利用ください。なお、「市報
ぎょうだ」の配布に協力していただけるコンビニエンスストアを随時募集しています。協力していただける場合
は、電話で広報広聴課にご連絡ください。

「市報ぎょうだ」を配布しているコンビニエンスストア

店 舗 名 住　　所
セブンイレブン行田小見店 小見1362―1
セブンイレブン行田桜町3丁目店 桜町3―2415―1
ミニストップ行田城西店 城西2―1―56
ミニストップ行田長野店 長野5―8―1
ミニストップ行田真名板店 真名板2006―1
ローソン行田佐間一丁目店 佐間1―2454―1
ローソン行田125号バイパス店 白川戸704―1

　　　i広報紙でも「市報ぎょうだ」を配信中
　スマートフォンやタブレット端末のアプリケーション「i広報紙」による「市報ぎょうだ」の配信も行っています。
これにより、いつでもどこでも手軽に市の行政情報などを手に入れることができるようになりました。ぜひご活
用ください。

▶便利な機能　

▶そ の 他　
　・ 「i広報紙」は、アプリ内に広告が表示されます。この広告は、アプリ運営のためのもので、本市との関係は

ありませんのでご了承ください。
　・アプリは無料ですが、情報の受信には通信料がかかりますので、ご注意ください。

▶問い合わせ　同課広報広聴担当（内線318）

　市では動画共有サービス「YouTube」を利用して市の魅力を伝える動画を公開し、市ホームページで開設し
ている「ぎょうだ動画チャンネル」からも配信しています。人気の動画は、田んぼアートがギネス世界記録を達
成し宇宙人がお祝いにやってきた斬新な作品や、わらアートの作成までを記録したものです。今後も楽しい動
画を制作し充実させていきますので、ぜひチャンネル登録をお願いします。

ＰＲ動画

宇宙人もお祝いに来た！

第3回行田市CMコンテスト
最優秀賞

「歴史をつむぐ」

第3回行田市CMコンテスト
審査委員特別賞

「HANINavi－ハニナビ－」

行田市田んぼアート

ギネス世界記録への軌跡

第3回行田市CMコンテスト
優秀賞

「そうだ行田またいこう」

チャンネル登録をして、YouTube上でも
　「ぎょうだ動画チャンネル」の動画を見よう
　右の二次元バーコードを読み込むと本市が管
理しているYouTubeにアクセスします。チャン
ネル登録をすると、動画が配信されたことのお
知らせが自動的に届けられます。ぜひご利用く
ださい。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

▶利用手順　

　　　　　　　　 または 　　　　　　　 から「i広報紙」のアプリをインストール（無料）
　↓
　・アプリを起動し、「性別」「生年月」「興味のある分野」を入力
　・「お住まいの地域」を行田市に設定
　↓
　登録完了　毎月、自動的に「市報ぎょうだ」の最新号が配信されます。

・最新号の市報が自動で届けられます。

・記事や画像を切り取り、保存することができます。

わらアートムービー
～ For people from　　
　　other countries ～

第3回行田市CMコンテスト
優秀賞

「遊びにおいでよ行田市！」

今年度配信した動画（抜粋）今年度配信した動画（抜粋）今年度配信した動画（抜粋）今年度配信した動画（抜粋）

89

で
配信中の動画をご覧ください
「ぎょうだ動画チャンネル」

いつでもどこでも「市報ぎょうだ」をお届け

※  自治会未加入の方で、高齢や障害などにより各
配布場所まで足を運ぶことができない場合は、
郵送サービスも行っています。

Google playApp Store
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万一の事故に備えて

交通災害共済に加入しましょう

平成28年度の加入受け付けがはじまります

　平成27年中は、市内で2,000件を超える交通事故が起こっています。交通事故を無くすには、ルー
ルを守るだけでなく、気持ちのゆとりと譲り合いの精神を持つことが大切です。しかし、ルールを守っ
ていても、どんなに注意をしていても交通事故に遭うことがあります。そこで、万一の事故に備えて加
入していただきたいのが交通災害共済制度です。
　この制度は、市民の皆さんが会費を出し合って、加入された方が交通事故に遭ったとき、お互いに助
け合う制度です。皆さんも家族全員で交通災害共済にご加入ください。

▶加入資格
　本市の住民基本台帳に記録されている方

▶共済期間
　４月１日から平成29年３月31日までの１年間
　※ 共済期間内に市外へ転出した場合効力を失い
ます。

▶費用
　1人年額500円
　※10月以降で中途加入される場合は250円

▶加入方法
　防災安全課では年間を通して随時受け付けてい
ます。

　２月1日㈪から３月31日㈭までは、自治会を
通して加入の取りまとめを行います。

　※ 各自治会で指定した期間に限ります。

▶対象となる交通事故
　日本国内の道路上において発生した次の人身事
故に限る

　・ 車両（自動車、原動機付自転車、自転車、バス
など）に乗車中の衝突、転落、接触などによ
る事故

　・ 歩行中に発生した運行中の車両との衝突、接
触などによる事故

▶対象とならない交通事故
　・故意による場合
　・無免許運転または飲酒運転
　・ 地震、噴火、津波など天災に直接起因した交
通事故

　・歩行中の単独転倒による事故
　・ 道路でない場所での事故（個人の宅地または
企業・工場敷地内、農耕作業中の場合など）

▶見 舞 金

▶見舞金の請求期限
　○死亡・医療見舞金の請求期限
　　 事故発生の日の翌日から２年以内です。請求
期限を経過したときは無効になります。

　○後遺障害見舞金の請求期限
　　 事故発生の日の翌日から３年以内です。請求
期限を経過したときは無効になります。

▶問い合わせ
　同課交通担当（内線284）

種類 区分 見舞金額

死亡見舞金 事故発生の日の翌日から起算して
180日以内に死亡したとき 1,200,000円  

後遺障害
見舞金

事故発生の日の翌日から起算して
2年以内に身体障害者福祉法施行
規則の規定による障害等級2級以
上の障害と認定されたとき

700,000円

事故発生の日の翌日から起算し
て2年以内に身体障害者福祉法施
行規則の規定による障害等級5級
以上3級以下の障害と認定された
とき

600,000円

医療見舞金

実
治
療
日
数

180日以上 140,000円

150日以上180日未満 110,000円

120日以上150日未満 90,000円

90日以上120日未満 70,000円

60日以上90日未満 55,000円

30日以上60日未満 40,000円

7日以上30日未満 30,000円

7日未満 14,000円

・ 治療日数は、入院日数と通院日数を加えたものです。
・ 原則として交通事故証明書または救急車出動証明書（公的証明
書※コピー可）、医師の診断書または自賠責保険の診断書およ
び診療報酬明細書（コピー可）が必要になります。交通事故証
明書または救急車出動証明書がない場合は、実治療日数が７
日以上でも支払われる見舞金の上限が20,000円となります。

特殊詐欺にご注意ください
　特殊詐欺と呼ばれる犯罪の中でも、最も被害件数
が多いのが振り込め詐欺と還付金詐欺です。皆さん
が犯罪の手口を知りながらも、依然として被害件数
が増加しています。多発する詐欺に歯止めをかける
ためにも不審な電話には十分注意するとともに、詐
欺の被害に遭わないよう地域ぐるみで防止しましょ
う。また、不審な電話があった場合は、行田警察署
または防災安全課にご相談ください。

▶市内特殊詐欺発生状況
　 

▶こんな電話にご注意
　（例1）「携帯電話の番号が変わった」
　  〔対応〕前の携帯電話にかけ、本当に変わったのか
確認してください。
　 （例2）「携帯電話を失くしたので他人の電話を借り
ている」
　  〔対応〕その人の家族や会社に電話をかけてくださ
い。念のため、今までの携帯電話にも電話をかけ

てください。
　 （例3）「同僚、友人、郵便局員がお金を取りに行く」
　 〔対応〕初めて会う人にお金を渡さないでください。
　 （例4）「ＡＴＭで還付金の手続きができるので、携
帯電話を持ってＡＴＭへ行ってほしい」

　 〔対応〕税金や医療費の還付をＡＴＭで手続きする
ことはありません。

▶対策
　・ 手口は多様化、巧妙化しており、あの手この手
で信用させようと電話をかけてきますが、必ず
先に挙げた例または似た言葉が出てくるはずで
す。それを見逃さず、家族、知人、行田警察署、
市役所に相談してください。

　・ 犯人は、言葉巧みに第三者に相談させない状況
をつくり、正常な判断を鈍らせるようなパニッ
ク状態に追い詰めます。勇気を出して相談して
ください。

　・ 犯人は証拠が残るのを嫌うので、常に留守番電
話に設定しておき、知っている相手にだけ応答
するのも有効な手段です。

▶問い合わせ　同課防犯対策担当（内線283）または
　行田警察署☎553―0110

自主防犯活動を支援しています
　犯罪抑止の一番の効果は、自らの防犯に対する意
識と、皆さんが地域のことに関心を持って団結して
活動している姿勢を見せることです。市内には154
の自主防犯団体があり、それぞれが地域に合った活
動をしています。
　市では、地域での自主防犯活動を支援するため、
活動団体にパトロール用品をお渡ししています。既
に市に報告されている団体には、5月中旬から6月
中旬にかけて代表者から必要なパトロール用品の数
を聞き、お渡ししています。
　決まった形での自主防犯活動をしていない地域の
方も、ぜひこの機会に防犯活動を始めてみませんか。
団体を設立したいが活動方法が分からないという方
は防災安全課まで問い合わせください。

市内自主防犯団体活動事例
【活動事例１】構成員は男性22人、女性8人。女性
は毎週水曜日午後3時から４時に、男性は毎週日
曜日の午後9時から9時30分に順番で自治会区域
内をパトロールしている。

【活動事例2】構成員は15人。登校日は毎日、児童
の登下校時間に合わせて学校の通学路をパトロー
ルしている。

【活動事例3】構成員は自治会の役員。毎月1回の自
治会の会合に集まるときにパトロール用品を身に
付けてパトロールし、帰りにも同じ方向の数人で
少し遠回りして帰るなどの活動をしている。

【活動事例4】犬の散歩を児童の下校時間に合わせ、
パトロール用品を身に付けて通学路を見回っている。

▶問い合わせ　同課防犯対策担当（内線283）

被害件数 被害額
平成２５年 　　　６件 3,312万円
平成２６年 　１６件 4,630万円
平成２７年(暫定値) ２１件 約4,000万円
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　行田市民大学では、「市民による手作りの学校」を目指して、
市民ボランティアによる趣向を凝らしたカリキュラムを企画し
ています。第8期目となる新入生をお待ちしていますので、ぜ
ひご応募ください。

▶ 修学期間　5月から2年間、毎月2回程度(原則第2・第4木曜
日)
▶時 間　午前10時～正午
▶場 所　ものつくり大学(予定)他
▶ 応募資格　原則として市内在住・在勤で16歳以上の方
▶ 募集人数　50人(定員を超えた場合は抽選)
▶ 学 費　年間15,000円(入学決定後、指定する日までに振り込み)
　※視察ツアーは別途負担あり
▶ 応募方法　市役所、教育委員会、各公民館などに用意してあ
る所定の申込用紙(市ホームページからダウンロード可)に必
要事項を記入の上、3月15日㈫までに持参、郵送、FAXのい
ずれかの方法で申し込みください。
　【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸2―20 行田市教育委
　員会ひとつくり支援課
　【FAX】556―0770
▶ 入学決定　3月31日㈭までに応募者へ結果を通知します。

講座予定

※日程および講座は、変更となる場合があります。
※講座の他に自主グループ研究活動があります。

▶問い合わせ　同課生涯学習担当☎556―8319

行田市民大学で充実したキャンパスライフを

平成28年度の新入生を募集します

　平成 27年 11月 20日、埼玉県警察
では 2020 年東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会に向けて、関
係行政機関の他、競技会場や公共交
通機関、ライフライン事業者、宿泊
施設など 62の官民事業者・団体で構
成するテロ対策「彩の国」ネットワー
クを設立しました。今後、テロに関
する情報の共有など官民で連携した
テロ対策を進めていきます。
　テロを計画する者は必ず事前に現
場の下見を行うなどの準備をしてい
ます。
　テロを未然に防止するために、不審
者や不審物を見かけたら110番また
は行田警察署まで通報してください。
▶ 問い合わせ
　行田警察署☎553―0110

テロを許さない
安全な街づくりに
ご協力を

　市では昨年度、戦争体験談や戦時中の物品などを掲載した「戦争記
録集」を作成し、市内小・中学校および公共施設へ配架しました。
　戦争の悲惨さを後世に伝えるため、市では引き続き戦争体験談を募
集します。戦争を体験された方が実際に見たもの、感じたことを文書
にしてご提供ください。寄稿いただいた体験談などは戦後節目の年に
合わせ冊子にまとめさせていただきます。
　また、市の平和事業「平和の語りべ」で戦争体験談についてお話い
ただける方も併せて募集します。戦争の悲惨さと平和の尊さについて
改めて考える機会として、戦争を体験した方の貴重な体験談をぜひお
聞かせください。

【戦争体験談の寄稿】
▶ 提供方法　原稿用紙などに体験談をまとめていただき、下記担当ま
で持参または郵送でご提供ください。体験談や戦争に関連する物品
や写真などがあれば、併せてご提供ください。また、自宅に伺い、
聞き取りにより文書を作成させていただくことも可能です。聞き取
りを希望する場合は、そのことを電話でご連絡ください。

【平和の語りべ新規登録者】
▶ 登録方法　下記担当まで、氏名、住所、電話番号、お話いただける
内容（熊谷空襲を体験した話、東京大空襲を受けて疎開した話、両
親などから聞いた戦争の話など）を一言で記入の上、ＦＡＸでご応
募ください。※電話での応募も可能です。

▶ 提 出 先　【持参・郵送】〒 361―8601 行田市本丸 2―5 行田市
地域づくり支援課【ＦＡＸ】556―3083

▶問い合わせ　同課くらし安心担当（内線 252）

戦争体験談の寄稿および
平和の語りべ新規登録者を募集します

平
成
28
年

5月 12日 入学式、記念講演、オリエンテーション 平
成
28
年

10月27日 行田市の原点　日本一の足袋産業

5月 19日 郷土の地形と成り立ち 10月29日・30日 ものつくり大学学園祭

5月 26日 「のぼうの城」を検証する 11月10日 自然の大切さ みんなで学ぼう

6 月 9 日 グループ研究の取り組み 11月24日 第2回視察ツアー

6月 23日 第1回視察ツアー 12月 8日 埼玉古墳群の時代

6月 30日 古墳 12月22日 音楽鑑賞

7月 14日 食で変えませんか！心と身体の健康 平
成
29
年

1 月 12日 郷土の文化を学ぶ

7月 28日 忍城主はなぜ徳川幕府に重用されたのか 1月 26日 老後のくらし

9 月 8 日 健康長寿の食生活 2 月 9 日 郷土の著名人に聞く

9月 29日 元気の出るまちづくり 2月 23日 グループ研究成果発表

10月13日 郷土の歴史を学ぶ 3 月 9 日 修了式

　こぜにちゃん、フラベぇ、うきしろちゃんがデザインされたオ
リジナルバスタオルを作製しました。タオル生地は、綿100パー
セントで汗の吸収性がよく、スポーツタオルとしても最適です。
現在、本市のゆるきゃら観光大使が一同にそろうお土産は、これ
一つです。ぜひご利用ください。
▶価 格　1,200円（税込み）
▶形 状　1,200ミリメートル×620ミリメートル
▶ 販売場所　商工観光課、ぶらっと♪ぎょうだ（商工センター内）
▶問い合わせ　市民課市民担当（内線242）

オリジナルバスタオルを

販売しています
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談相種各 （2月15日～3月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

2月23日㈫、3月10日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 2月15日㈪、3月7日㈪　　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 3月9日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 南河原隣保館 3月9日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 3月6日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 2月16日㈫・23日㈫、
3月1日㈫・8日㈫　 午後5時15分～ 7時

　利根導水総合事業所では、大規模地震で用水供給への影響や
第三者への二次災害が想定される施設の耐震補強工事を実施し
ています。
　この工事に伴い、 3月上旬（予定）に2日間ほど、断続的に武
蔵大橋の片側交通規制を予定しています。実施日は決まり次
第、現地付近の案内看板と利根導水ホームページでお知らせし
ます。ご不便をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。

▶ 問い合わせ　（独）水資源機構利根導水総合事業所☎557―
1501

武蔵大橋の片側交通規制を
3月上旬に予定しています

今月の納税
国民健康保険税 ・・・・・・・・・8期
介護保険料 ・・・・・・・・・・・8期
後期高齢者医療保険料 ・・・・・・8期

納期限　2月29日㈪
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣
な口座振替をご利用ください。

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
1月19日㈫  午前9時  0.08マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時  0.07マイクロシーベルト(晴れ）

▼ 
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市
で
は
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源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、
不
用
品
登
録
制
度
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施
し
て
い
ま
す
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こ
の
制

度
は
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介
制
で
、
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後
は
個
人
間
の
や
り
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す
。
ま
た
、
登
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品
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で
登
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3
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月
で
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。

　
な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登

録
の
際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さしあげます

ゆずってください

▷ベビー布団　▷石油ファンヒーター　▷サマーベッ
ド　▷ガスファンヒーター（都市ガス用）　▷ベビー
チェア　▷ベビージム　▷ベビーウオーカー　▷セミ
ダブルベッド　▷アップライトピアノ　▷エアロバイ
ク　▷テーブル・椅子セット

▷パソコン　▷ポータブルＤＶＤ　▷電動自転車　
▷エレキギター　▷クラシックギター　▷ベビーベッド

不
用
品
情
報
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武 蔵 大 橋（利根大堰）

利　根　川（ 上 流 ）

（群馬県） （埼玉県）

まち並み・にぎわい報告会を
開催します

　市では平成26年3月、行田らしい個性的で魅力的なまちづ
くりの実現に向け、「行田らしいまち並みづくりとにぎわい創
出基本計画」を策定し、市民が主体のまちづくりをスタートし
ました。今年度から、計画のモデル地区である秩父鉄道行田市
駅周辺の歴史的建築物が集積するエリアにおける本格的なまち
並み整備の実施に伴い、「まちにぎワークショップ」を開催し、
まちづくりへの住民参画などについて意見を出し合いましたの
で、このたび、その結果を発表する報告会を次のとおり開催し
ます。
　参加は自由ですので、どなたでもお気軽にご参加ください。
　なお、まちにぎワークショップについては市ホームページで
ご覧いただけます。

▶日 時　2月20日㈯午後6時～ 7時
▶場 所　商工センター 403研修室
▶問い合わせ　都市計画課計画担当（内線5605）

総合公園の清掃活動に
ご参加ください

▶日 時　2月27日㈯午前9時～10時（午前8時45分集合）
　　　　　　※雨天中止
▶集合場所　総合公園管理棟前
▶内 容　 市民の皆さんと一緒に総合公園を愛着のある公園

にするため、ボランティア清掃活動を行います。
▶持 ち 物　清掃用の手袋、ごみ袋
▶主 催　行田のまちをゴシゴシ委員会
▶そ の 他　 清掃活動を中止する場合は前日に判断し、市ホー

ムページや市公式ツイッターで周知します。
▶問い合わせ　 同委員会事務局（管理課内・内線5703または都

市計画課内・内線5603）

　私たちの豊かな暮らしは、エネルギーの消費
によって成り立っています。日常生活に欠かす
ことのできない電気、ガス、水道はもちろん、
現代社会の土台になっている運輸、通信なども
全てエネルギーを利用していますが、エネル
ギーの大量消費は、地球温暖化の原因となる二
酸化炭素などの温室効果ガス排出量の増加につ
ながります。特に、冬の期間は暖房などによる
エネルギーの消費量が増えることから、国では
毎年2月を「省エネルギー月間」と定め、省エネ
ルギーの推進を呼び掛けています。
　このまちで暮らす私たちも、毎日の生活を少
しだけ見直して、みんなで「行田エコタウン」
をつくっていきましょう。

今日からできる冬の省エネ行動
・ 重ね着をして、暖房の温度を下げたり、利用
時間を減らしましょう。
・ 使わない家電製品は、コンセントからプラグ
を抜くか主電源を切りましょう。
・部屋を出るときは、明かりを消しましょう。
・ お風呂は冷めないうちに、家族で続けて入り
ましょう。
・ シャワーは流しっ放しにしないで、小まめに
止めましょう。

▶ 問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―
9530

２月は省エネルギー
月間です

↑
規制箇所

利　根　川（ 下 流 ）
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児

歯科健診、３歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談 (要申し込み)
日 時　3月14日㈪午前９時30分～11時
対 象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日 時　 3月1日㈫午前10時30分～11時30分

（午前10時15分から受け付け)
対 象　 平成27年9月15日～ 10月14日生まれ

のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前７時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につな
がります(携帯電話可)。
・相談時間【毎日】午後6時30分～ 10時30分

子どもの健康 休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

2月21日（日) 壮幸会行田総合病院 3月 6日（日) 壮幸会行田総合病院

2月28日（日) 清幸会行田中央総合病院 3月13日（日) 清幸会行田中央総合病院

こころの相談 (要申し込み)
日 時　2月24日㈬　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

おとなの健康
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◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
　りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、
年末年始を除く)
◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

在宅医療窓口

　これからママ、パパになる方を対象に、楽しく友達
を作りながら子育てについての教室を行っています。
ぜひご参加ください。

日　　時　 3月3日㈭午後１時15分～４時(午後１時
から受け付け）

場　　所　 保健センター
内　　容　 妊娠中と赤ちゃんの歯の健康、赤ちゃんの

育児の話、沐
もくよく
浴のデモンストレーション、

フリートーク
対　　象　妊婦とその家族(内容は初妊婦向け）
定　　員　20人(先着順)
注　　意　 安定期に入った妊娠中・後期(16週～34週)

の方の参加をお勧めします。
申し込み　 3月2日㈬までに直接または電話で保健セ

ンター

ママ・パパ教室

地域医療ネットワークシンポジウムを開催します
　地域医療の現状や医療連携の必要性などを伝えながら、地域医療を守るために一人ひとりがしなければならな
いことや、医療連携の普及に必要なことなどを参加者の皆さんと一緒に考えます。ぜひご参加ください。

▶日 時　3月5日㈯午後1時30分開演
▶場 所　「みらい」文化ホール
▶内 容　
　【第１部　基調講演】
　テーマ：「皆さんの地域医療を守るためには」
　講　師：伊関友

ともとし
伸さん(城西大学経営学部教授)

　【第２部　パネルディスカッション】
　テーマ：「IT医療連携『とねっと』の広域化に向けて」
▶参 加 費　無料

▶主 催　埼玉利根保健医療圏医療連携推進協議会
▶共 催　埼玉県
▶そ の 他　事前申し込みは不要です。

　高齢者が在宅で安心して暮らしていけるよ
う、介護の知識や技術のポイントなどを学ぶ
教室を開催します。

▶ 日 時　2月16日㈫ 午前10時～ 11時
30分

▶場 所　忍・行田公民館
▶ 内 容 
　【～楽ちん介護Part５～家庭での救急対応編】
　 高齢者が自宅で起こしやすい転倒や出血、誤
嚥などの応急手当てや、救急車が到着する
までにできる対応など実践を交えながら行
います。

▶定 員　30人（要申し込み）
▶費 用　無料
▶持 ち 物　筆記用具
▶そ の 他　動きやすい服装でお越しください。
▶ 申し込み・問い合わせ 地域包括支援セン
ターふぁみぃゆ☎558―0088

▶ この記事に関する問い合わせ　高齢者福祉
課地域支援担当（内線278）

介護者教室を開催します

　高齢者数が増加する中、認知症高齢者も増加して
いくことが見込まれています。このような中、認知症
の方とその家族の方が、住み慣れた地域で安心して
生活を続けていくためには、周囲の皆さんの理解と
協力が欠かせません。
　「認知症サポーター養成講座」は、受講すれば誰で
も、認知症に関する基本知識を習得することができ
ます。皆さんも、職場の仲間や近所の方々など複数
名で集まって認知症について正しく学び、地域で支
えるサポーターになってみませんか。

▶ 受講時間　標準90分（最低60分以上）※講師と応
相談
▶ 講 師　キャラバン・メイトと呼ばれる講師養
成講座受講修了者が無償で講師を務めます（希望日
時への講師の派遣調整は市が行います）。
▶ 受 講 料　無料（会場費用などは申込者側で負担し
てください）
▶ そ の 他　
　・ 1人での受講を希望する場合は高齢者福祉課に

ご相談ください。
　・ 受講者には、「オレンジリング」（認知症を支える

人の目印）と「埼玉県認知症サポーター証」を差
し上げます。

▶ 申し込み・問い合わせ　受講する日時および場所を決
定の上、代表者が受講予定日の30日前までに直接
または電話で同課地域支援担当（内線278）

「認知症サポーター養成講座」
を受講しませんか

または電話で同課地域支援担当（内線278）
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　2月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪・22日㈪・ 　
　　　　　29日㈪、3月1日㈫・7日㈪・14日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

おはなし会

日　　時 内　　容 対　　象 協力団体

2月17日、3月9日の水曜日
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本やパネルシア
ターなど 2、3歳児と保護者 ※図書館職員が実施

2月21日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

2月27日㈯午前11時 おはなしタンバリン

3月5日㈯午後2時 おはなしの会

3月12日㈯午後2時 おはなしポケット

英語児童書
読み聞かせ会 3月13日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本

の読み聞かせ 英語に興味がある方  ハートイングリッシュ  
 スクール 

定例子ども映画会 2月20日㈯午後2時 【上映作品】　うっかりペネロペおもしろいこと大好き編

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿ 

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

　図書館では、話題のニュースに関連した本や季節に
合った図書などの展示に加え、職員や利用者からのお
薦めの本を紹介しています。
　面白い本を発見したら、ぜひ紹介用紙に内容を記入
してカウンターに備え付けてある投

とうかん
函箱へ入れてくだ

さい。あなたの好きな本が他の誰かの好きな本になる
かもしれません。

【図書館豆知識】
あなたのおすすめの本を紹介しませんか

・悲亡伝(西尾維新／著）
・マルトク特別協力者(竹内明／著)
・はじめて手でつくる本(ヨンネ/著)
・ゆうかんな猫ミランダ(エレナー・エスティス／作、
　エドワード・アディゾーニ／絵、津森優子／訳)
・子どもの哲学(河野哲也  他／著)
・どーだっ！ (後藤竜二／文、長谷川知子／絵)

新 着 図 書 貸し出し可能なＤＶＤが増えました

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

　館内での視聴に限られていたＤＶＤの一部が、貸し
出し可能になりました。

16ミリフィルム特別映写会
　16ミリフィルムならではの味わいで、昭和の記録映
像やアニメーションを楽しみませんか。
▶日 時　2月28日㈰午後2時
▶場 所　映像ホール
▶定 員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

“無料”身体測定＆からだバランス体験講座のご案内
～フィットネスクラブ連携トライアル事業～

　市内にあるフィットネスクラブの協力により「“無料”身体測定＆からだバランス体験講座」
が実施されます。
　身体測定では体組成計を使い、筋肉量、体脂肪量、体力年齢などを測定します。自分の体
を知ることは健康チェックとなり、今後の健康づくり活動に生かすことができます。からだ
バランス体験講座では、フィットネスクラブに所属する指導者から、健康づくりや体力づく
りのためのポイントを教わることができます。ぜひ体験してみてください。

▶対象　次の要件を全て満たしている方
　・市内在住で20歳以上の方
　・医師などから運動制限を受けていない方
　・施設の定める利用規約などに同意する方
▶体験講座参加の流れ
　①利用体験したい施設、講座を選ぶ　
　②選んだ施設に申し込む
　③施設で身体測定や講座を体験する
　④体験後は自身で健康づくり活動を継続する
▶参加費　無料
フィットネスクラブ一覧

体験施設 スポーツフィールド行田 コナミスポーツクラブ行田
住　　所 緑町８－８ 持田１－４－５６
体験期間 １カ月（全４日間） １日
電話番号 ☎553－1666 ☎555－3541

講座日時

火曜日の午後2時20分～3時
①3月1日・8日・22日・29日
②4月5日・12日・19日・26日
③5月10日・17日・24日・31日
※４日間参加可能な月を選んでください。

講座①　第４火曜日の午前11時～午後1時
　　　　3月22日、4月26日、5月24日
講座②　第４木曜日の午後2時～3時30分
　　　　3月24日、4月28日、5月26日
講座③　第４金曜日の正午～午後1時30分
　　　　3月25日、4月22日、5月27日
※ 講座①～③のうちから参加したい講座、日時を
選んでください。

講座内容

１日目 「自分のからだを知る」
　　　　・ストレッチ法講座
２日目 「からだの歪

ゆが
み解消」

　　　　・ストレッチポール講座
３日目 「はじめてのヨガ」
　　　　・ヨガ講座
４日目 「自宅で気軽に筋トレ」
　　　　・筋力トレーニング講座

講座①「ステップアップ・ロコモフィット」　　
　　　（シニア向け）
　　　 ・下半身筋力やバランストレーニング
講座②「爽快体操」
　　　 ・全身の血流促進
講座③「ボディバランス４５」
　　　 ・筋力、柔軟性、バランスの向上

定　　員 各月15人（先着順） 各日5人（先着順）

申し込み 講座月の前月の１日（休館日の場合は翌開館日）
午前１０時から直接または電話で当該施設

講座月の１日（休館日の場合は翌開館日）午前１０時
から直接または電話で当該施設　

▶その他
　・１施設につき一度のみ利用できます。
　・動きやすい服装と運動靴（上履き）を用意してください。
　・全講座で「健康状態のチェック」「体組成計による体力年齢などの測定」を行います。
　・体験後に運動を継続するための提案があります（施設への加入を強要するものではありません）。
　・講座の内容については、参加者や施設などの状況により変更される場合があります。
▶問い合わせ
　当該施設または保健センター健康づくり支援担当（市役所内・内線378）

洋
画

■アダムス・ファミリー　■アバター　■ウエスト・サイ
ド物語　■クリスマス・キャロル　■猿の惑星　■シック
ス・センス　■THIS  IS  IT　■ハリー・ポッターと賢者
の石　■ラスト・エンペラー　■ローマの休日

邦
画

■永遠の０　■世界初撮影！深海の超巨大イカ　■そして
父になる　■図書館戦争　■武士の家計簿　■真夏の方程式

子
ど
も
向
け

■アナと雪の女王　■塔の上のラプンツェル　■おれたち、
ともだち！　■モリゾー・キッコロ地球環境の旅

他475点
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　12月31日、「行田ゆく年くる年」が忍城址鐘楼付近で開
催されました。
　大みそかの恒例イベントであるこの催しには家族連れや
友達同士など大勢の人が忍城址を訪れ、新たな気持ちで新
年を迎えようと、力いっぱい鐘を突いていました。また、午
前0時のカウントダウンを行った来場者は、新年を迎えるこ
とができる喜びを感じながら、うれしそうな表情で新年の
幕開けを祝い合っていました。

　1月10日、産業文化会館ホールで平成28年行田市新成
人を祝う会が行われました。
　この式典は毎年、実行委員会のメンバーが中心となっ
て開催されています。中学校ごとに作成したスライドがス
テージ上の大きなスクリーンに映し出されると、当時の楽し
い思い出がよみがえったのか、会場ではたくさんの参加者
の笑顔が見られました。また、抽選会も行われ豪華景品が
当たると大きなどよめきが。この日新たに大人の仲間入り
を果たした新成人の皆さんは、久しぶりに再会する友人と
の貴重な時間を有意義に過ごしているようでした。

　1月1日、「古代蓮会館迎春企画タワーからみんなで見よ
う初日の出」が開催されました。
　毎年恒例のイベントとあって、今年も開場前から多くの
来場者が同館を訪れました。その数200人以上。そして、
午前6時53分、地平線から太陽が昇り始めると、来場者は
両手を合わせて拝んだり、記念撮影をしたりと思い思いに
1年の幕開けを祝っていました。また、晴天に恵まれたお
かげで富士山も見ることができ、すがすがしい一年の始ま
りとなりました。

新年を迎えはじける笑顔

ホールに響く情熱のハーモニー

　1月9日、「消防出初式」が産業文化会館、市役所前および水城公
園で開催されました。
　新春の風物詩ともいえるこの催しは、消防団員の結束の強化お
よび市民の防災意識の向上を目的に毎年開催されています。当日
は、服装規律点検をはじめ、とび組合によるはしご演技、消火訓練
の模範演技などが実施され、来場者から熱い視線が送られていま
した。そして最後には、消防車と県防災ヘリコプターの一斉放水
訓練が行われ、会場は大きな歓声に包まれました。

良い年になるよう願いを込めて

　12月23日、産業文化会館で「スクールバンドフェスティバル」
が開催されました。
　今年で24回目を迎えるこの催しに、市内の小・中学校および高
校全9校の金管バンドクラブや吹奏楽部が出演。最近のヒット曲
やディズニーソングなどなじみのある曲を中心に、堂々とした演
奏を披露しました。また、最後に出場校全体で「つばさをくださ
い」を演奏し、締めにふさわしい力強い音色をホールいっぱいに
響かせていました。

　1月10日、産業文化会館ホールで平成28年行田市新成
人を祝う会が行われました。人を祝う会が行われました。
　この式典は毎年、実行委員会のメンバーが中心となっ　この式典は毎年、実行委員会のメンバーが中心となっ
て開催されています。中学校ごとに作成したスライドがス
テージ上の大きなスクリーンに映し出されると、当時の楽しテージ上の大きなスクリーンに映し出されると、当時の楽し

の笑顔が見られました。また、抽選会も行われ豪華景品が
当たると大きなどよめきが。この日新たに大人の仲間入り
を果たした新成人の皆さんは、久しぶりに再会する友人とを果たした新成人の皆さんは、久しぶりに再会する友人と
の貴重な時間を有意義に過ごしているようでした。

796人が大人の仲間入り
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1年の始まりに防災意識を高める



広　場

○ 2月1日㈪～29日㈪に電話またはEメー
ルで広報広聴課広報広聴担当（内線
318）※応募要領は市ホームページをご
覧ください。

○ 応募者多数の場合は、
3月2日㈬午前11時か
ら市役所203会議室で
公開抽選を行います。

　
日
本
の
伝
統
的
な
着
物
文
化
を
も
っ
と
気

軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
新
た
な
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
の
が
、
株
式
会
社
メ
ン
ズ

オ
ー
タ
ニ
で
す
。

　
同
社
は
、
昭
和
29
年
に
行
田
で
生
産
し
た

足
袋
な
ど
を
販
売
す
る
会
社
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
足
袋
の
需
要
低
下

に
伴
い
、
紳
士
服
の
生
産
に
転
換
。
さ
ら

に
、
ジ
ャ
ー
ジ
や
ス
エ
ッ
ト
と
い
っ
た
カ

ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ
ア
の
生
産
も
手
掛
け
、
大
手

量
販
店
へ
の
卸
売
り
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
に
よ
り
事
業
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
代

表
取
締
役
の
大
谷
文
孝
さ
ん
は
「
中
国
を
中

心
と
し
た
海
外
工
場
で
生
産
、
直
輸
入
す
る

こ
と
で
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
良
質
な
商
品
を

安
く
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

デ
ニ
ム
生
地
そ
っ
く
り
の
柄
を
プ
リ
ン
ト
し

た
ス
エ
ッ
ト
や
裏
地
に
フ
リ
ー
ス
素
材
を

使
っ
た
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
、
他
社
の
製
品
に
は

な
い
工
夫
や
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
い
る
の
も

特
徴
で
す
」
と
商
品
へ
の
こ
だ
わ
り
を
語
り

ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
と

し
て
海
外
市
場
に
着
目
。
外
国
人
に
日
本
を

連
想
し
て
も
ら
え
る
商
品
を
作
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
3
年
前
に
着
物
を
使
っ
た
ブ

ラ
ン
ド
「
キ
モ
ノ
カ
ジ
ュ
ア
ル
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。「
着
物
の
持
つ
質
感
や
優
雅
な

柄
を
現
代
の
衣
料
と
融
合
さ
せ
た
ブ
ラ
ン
ド

で
す
。
ジ
ー
ン
ズ
の
ポ
ケ
ッ
ト
や
ア
ク
セ
ン

ト
に
活
用
し
た
り
、
帽
子
や
バ
ッ
グ
な
ど
の

小
物
と
し
て
リ
メ
ー
ク
す
る
こ
と
で
世
界
に

一
つ
し
か
な
い
商
品
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
」
と
大
谷
さ
ん
は
製
品
の
特
徴
を
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
着
物
の
魅
力
を
生
か
し
た

美
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
評
判
を
呼
び
、
咋
年
7

月
に
は
フ
ラ
ン
ス
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
日
本

文
化
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
エ

キ
ス
ポ
」
に
初
出
展
。
現
地
メ
デ
ィ
ア
か
ら

取
材
を
受
け
る
な
ど
、
多
く
の
来
場
者
の
関

心
を
集
め
ま
し
た
。

　
大
谷
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
展
示
会
へ
の

出
展
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
通
じ
て
、

世
界
中
の
人
々
を
相
手
に
仕
事
を
し
て
い
き

ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。
既
に
ア

メ
リ
カ
へ
の
進
出
も
決
ま
り
、
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
同
社
。
遠
い
海
の
向
こ
う
で
「
キ

モ
ノ
カ
ジ
ュ
ア
ル
」
が
注
目
を
集
め
る
日
が

確
実
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
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今
月
は
、
昨
年
11
月
に
東
京
都
美
術
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
和
紙
を
使
用
し
た
ち
ぎ
り
絵
の
公
募
展
「
日

本
和
紙
絵
画
展
」
で
、
新
人
賞
に
輝
い
た
長
谷
川
三
枝

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ち
ぎ
り
絵
を
始
め
た
の
は
今
か
ら
17
年
前
。
北
河
原

公
民
館
の
文
化
祭
で
、
知
人
の
作
品
を
見
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。「
ち
ぎ
っ
た
和
紙
で
見
事
に
赤
富

士
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
世
界
が
あ
る

ん
だ
と
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
芸
術

に
全
く
興
味
が
な
か
っ
た
で
す
け
ど
ね
」
と
照
れ
な
が

ら
話
し
ま
す
。
長
谷
川
さ
ん
は
す
ぐ
に
知
人
に
紹
介
し

て
も
ら
い
、
月
に
2
回
教
室
に
通
う
よ
う
に
。
ち
ぎ
り

方
や
貼
り
方
で
作
品
の
表
情
が
変
わ
る
ち
ぎ
り
絵
の
奥

深
さ
に
、
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
長
谷
川
さ
ん
は
、
作
品
に
和
紙
本
来
の
柔
ら
か
さ
や

立
体
感
な
ど
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
研
さ
ん
を
積
ん
で

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ち
ぎ
り
絵
を
始
め
て
6
年
の

月
日
が
経
っ
た
こ
ろ
に
一
人
前
の
証
で
あ
る
雅が

号ご
う

を
取

得
。
日
本
和
紙
芸
術
協
会
が
主
催
す
る
公
募
展
で
も
初

め
て
の
出
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
入
選
し
、
よ
う
や
く
自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
長
谷
川
さ
ん
の
作
品
は
、
旅
行
先
の
風
景
や
新
聞
記

事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
挿
絵
な
ど
日
常
の
生
活
に
お
い

て
感
動
し
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

新
人
賞
に
輝
い
た
作
品
「
神
秘
の
森
」
は
、
長
野
県
に

あ
る
戸
隠
神
社
の
奥
社
へ
の
参
道
を
描
い
た
も
の
で
し

た
。
構
図
を
決
め
る
た
め
に
図
書
館
に
足
し
げ
く
通

い
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
上
で
制
作
に
着
手
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の
期
間
は
約
3
カ
月
。「
杉
並
木
か
ら

日
が
差
し
込
む
情
景
を
題
材
に
し
ま
し
た
が
、
光
の
透

明
感
や
絵
自
体
の
力
強
さ
を
表
現
す
る
の
に
苦
労
し
ま

し
た
。
主
人
に
は
何
度
も
見
て
も
ら
い
ま
し
た
よ
。
こ

の
賞
を
受
賞
し
た
と
き
は
『
や
っ
と
認
め
ら
れ
た
ん

だ
』
と
い
う
思
い
で
し
た
」
と
制
作
過
程
に
お
け
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
当
時
の
心
境
を
明
か
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
4
年
前
に
師
範
と
な
り
、
現
在
は
市
内
の
公
民
館

で
ち
ぎ
り
絵
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
る
長
谷
川
さ
ん
。

生
徒
に
教
え
る
こ
と
が
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
る
と

あ
っ
て
、
講
師
と
し
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
て

い
る
そ
う
で
す
。「
ち
ぎ
り
絵
に
携
わ
っ
て
多
忙
な
毎

日
を
送
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

上
の
賞
を
受
賞
で
き
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命
ち
ぎ
り

絵
を
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
軽
快
な
口
調
で

話
し
ま
す
。
長
谷
川
さ
ん
の
ち
ぎ
り
絵
へ
の
熱
は
増
す

ば
か
り
。
今
日
も
感
性
を
高
め
な
が
ら
、
日
課
と
な
っ

て
い
る
畑
仕
事
の
合
間
に
作
品
の
テ
ー
マ
を
探
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　大谷 文孝
【事業内容】 紳士カジュアル衣料の製
造および販売
【住所】 長野4―1―1

株式会社メンズオータニ
独自のリメークで着物の魅力を世界に発信

はじめまして
奥
山
　
颯そ
う
す
け助 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
27
年
2
月
17
日
生
ま
れ

父
・
和
夫
さ
ん　
母
・
美
佳
さ
ん

「
我
が
家
の
暴
れ
ん
坊
将
軍
♡
」

高
橋 

り
り
な 

ち
ゃ
ん （
野
）

平
成
27
年
2
月
8
日
生
ま
れ

父
・
直
也
さ
ん　
母
・
李
奈
さ
ん

佐
藤
　
優ゆ
う
と虎 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
27
年
2
月
23
日
生
ま
れ

父
・
優
樹
さ
ん　
母
・
千
種
さ
ん

「
元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ね
♡
」

「
我
が
家
の

 

癒
や
し
の
ス
マ
イ
ル
♡
」

山
田
　
隼は
や
と人 

ち
ゃ
ん （
下
忍
）

平
成
27
年
2
月
19
日
生
ま
れ

父
・
裕
平
さ
ん　
母
・
美
波
さ
ん

「
隼
人
く
ん
大
好
き
♡
」

森
川
　
夕ゆ

め愛 

ち
ゃ
ん （
藤
原
町
）

平
成
27
年
2
月
6
日
生
ま
れ

父
・
達
弘
さ
ん　
母
・
可
奈
子
さ
ん

「
い
っ
ぱ
い
一
緒
に
笑
お
う
ね
♡
」

 

荒
木 

藤
田　
明
枝

冬
の
虹
か
た
ち
に
な
れ
ぬ
ま
ま
消
ゆ
る

 

城
西 

鈴
木　
正
夫

筆
始
墨
た
っ
ぷ
り
と
細
川
紙

 

矢
場 

鈴
木
か
づ
の

年
の
瀬
や
鯔
背
漢
の
魚
市
場

 

南
河
原 

今
村　
文
女

筆
は
じ
め
老
い
の
生
き
甲
斐
一
行
詩

 

持
田 

伊
藤　
洋
子

海
鳴
り
の
塩
谷
岬
の
紅
葉
散
る

 

長
野 

野
中
せ
き
子

ズ
ボ
ン
穿
く
足
の
も
つ
れ
る
寒
さ
か
な

 

佐
間 

須
永　
節
子

軒
先
を
電
話
が
歩
く
師
走
か
な

 

下
中
条 

梶
原　
銃
司

初
日
浴
び
都
へ
奔
る
利
根
の
水

 

須
加 

須
加
か
づ
江

そ
れ
ぞ
れ
の
具
材
仲
良
く
お
で
ん
鍋

 

荒
木 

森
田　
　
静

藪
椿
胸
に
た
た
み
し
一
事
あ
り

 

棚
田
町 

春
田　
枕
流

唯
仰
ぎ
見
る
大
銀
杏
落
葉
か
な

 

棚
田
町 

財
津
ミ
チ
ヱ

元
旦
や
雀
も
来
ぬ
と
老
の
愚
痴

 

須
加 

天
沼　
広
吉

自
家
園
の
葉
物
根
菜
鍋
料
理

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

廃
屋
を
染
め
る
一
木
冬
紅
葉

 

谷
郷 

大
谷　
峯
生

水
鳥
の
声
の
あ
つ
め
し
光
か
な

 

門
井
町 

嶋
田　
　
茂

長
瀞
の
緩
き
流
れ
の
炬
燵
舟

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

母
の
忌
や
寒
夕
焼
に
急
か
さ
る
る

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

大
利
根
や
戦
な
き
世
の
初
日
の
出

 

向
町 

小
沼　
重
蔵

印
刷
に
一
筆
添
え
て
年
賀
状

 

富
士
見
町 

森　
　
節
子

通
学
の
子
等
の
手
袋
彩
放
つ

 

（
三
沢　
一
水　
監
修
）

★★★ 平成27年 2月生まれ のおともだち ★ ★ ★

平成27年4月生まれの
お子さんを募集します

ち
ぎ
り
絵
を
始
め
て
17
年
。
日
本
和
紙

絵
画
展
で
自
身
初
の
新
人
賞
を
受
賞

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

長
谷
川 

三
枝 

さ
ん
（
北
河
原
）

「キモノカジュアル」のジーンズ



催し・募集

242016.2 市報 ぎょうだ25

▼
日
時
　
2
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
3
時　
▼
場
所
　
牧
禎
舎
（
忍

1
―
4
―
11
）　
▼
内
容
　
ア
ー
ト
展

示
、
伝
統
工
芸
品
な
ど
の
展
示
・
販

売
、
飲
食
物
の
販
売
な
ど　
▼
主
催
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　
▼
問
　
足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り

ミュ
ー
ジ
ア
ム
☎
５
５
２
―
１
０
１
０

▼
日
時
　
2
月
19
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
5
分　
▼
場
所
　
県
立
熊

谷
特
別
支
援
学
校
（
熊
谷
市
川
原
明

戸
６
０
５
）　
▼
内
容
　
学
校
概
要
説

明
、
授
業
お
よ
び
施
設
見
学　
▼
対

象
　
同
校
の
教
育
活
動
に
興
味
の
あ

る
教
育
・
福
祉
関
係
者
ま
た
は
市
内

在
住
で
同
校
の
教
育
活
動
に
関
心
が

あ
る
方　
▼
申
・
問
　
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
校
☎
５
３
２
―
３
６
８
９

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
３
０
―
１
０
８
９

▼
活
動
日
時
　
4
月
3
日
㈰
午
前
6

ア
ー
ツ
＆
ク
ラ
フ
ツ
in
ぎ
ょ
う
だ

２
０
１
６
〜
藍
染
め
足
袋
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
同
時
開
催
〜

県
立
熊
谷
特
別
支
援
学
校

第
五
回
授
業
公
開

募　
　
集

鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

時
30
分
〜
正
午　
▼
場
所
　
古
代
蓮

の
里　
▼
内
容
　
参
加
賞
の
配
布
や

選
手
誘
導
な
ど　
▼
対
象
　
15
歳
以

上
の
方　

▼
そ
の
他
　
3
月
下
旬

に
事
前
説
明
会
を
実
施　
▼
申
・
問
　

2
月
26
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
鉄
剣
マ

ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
☎
５
５
６

―
８
３
３
６

初
級
コ
ー
ス
（
1
年
制
）

▼
内
容
　
木
造
建
築
に
関
わ
る
設

計
、
制
作
、
修
復
な
ど
を
基
礎
か
ら

学
ぶ　
▼
定
員
　
5
人

日
曜
大
工
コ
ー
ス
（
1
年
制
）

▼
内
容
　
趣
味
と
実
益
の
た
め
に
木

工
の
基
礎
技
能
を
修
得
す
る　
▼
定

員
　
15
人

専
門
家
コ
ー
ス
（
2
年
制
）

▼
内
容
　
2
級
建
築
士
の
受
験
資
格

を
修
得
す
る　
▼
定
員
　
5
人　

▼
そ
の
他
　
受
講
料
な
ど
詳
細
は
、

も
の
つ
く
り
大
学
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
▼
申
・
問
　
2
月
29
日

㈪
ま
で
に
同
大
学
建
設
学
科
事
務
☎

５
６
４
―
３
８
４
９
（
月
〜
金
曜

日
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

も
の
つ
く
り
大
学

「
も
の
づ
く
り
市
民
工
房
」
受
講
生

▼
日
時
　
3
月
13
日
㈰
午
前
10
時
開

演　
▼
場
所
　
星
河
公
民
館　
▼
内

容
　
子
供
た
ち
に
よ
る
ミ
ニ
ミ
ニ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
手
品
、
絵
本
と
紙

芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
人
形
劇　
▼

対
象
　
幼
児
以
上
の
方　
▼
参
加
無

料
　
▼
主
催
　
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会　

▼
後
援
　
行

田
市
教
育
委
員
会　

▼
問
　
行
田

お
や
こ
劇
場
事
務
局
☎
０
９
０
―

３
８
１
６
―
５
３
７
４

▼
期
日
　
2
月
28
日
㈰　
▼
上
映
時

間
　
①
午
前
10
時
30
分
〜
正
午　
②

午
後
1
時
30
分
〜
3
時　

▼
場
所
　

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
入

場
料
　【
特
別
割
引
券
】
８
０
０
円

【
当
日
券
】
９
０
０
円
（
い
ず
れ
も

4
歳
以
上
）　
▼
後
援
　
行
田
市
教

育
委
員
会　
▼
問
　
岩
見
☎
０
９
０

―
６
０
３
６
―
７
７
２
３

▼
日
時
　
2
月
21
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
3
時　
▼
場
所
　
佐
間
公
民
館

イ
ベ
ン
ト

第
22
回

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ニ
メ
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ

「 

ま
も
る
ぜ
！
き
ょ
う
り
ゅ
う

の
た
ま
ご
」
上
映
会

ハ
ー
モ
ニ
カ
特
別
演
奏
会

▼
日
時
　
2
月
20
日
㈯
午
後
1
時

30
分　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
秋
元
智
子
さ
ん

（
埼
玉
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

に
よ
る
講
演
「
循
環
型
社
会
の
構

築
」　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　
行

田
市
衛
生
協
力
会
連
合
会　
▼
申
・

問
　
2
月
15
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
事
務
局
（
環
境
課

内
）
☎
５
５
６
―
９
５
３
０
【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
５
５
３
―
０
７
９
２

▼
日
時
　
2
月
27
日
㈯
午
後
2
時

開
場　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
１
研
修
室　
▼
内
容
　
荒
井
桂

さ
ん
（
郷
学
研
修
所
・
安
岡
正
篤
記

念
館
副
理
事
長
兼
所
長
）
に
よ
る
講

演
「
修
己
の
書
『
小
学
』
を
読
む
」　

▼
定
員
　
１
５
０
人　
▼
参
加
無
料
　

▼
主
催
　
公
益
財
団
法
人
忍
郷
友
会　

▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会　
▼
申
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
郵
送
で
公
益
財
団
法
人
忍
郷
友

講
座
・
講
演
・
教
室

ご
み
問
題
を
考
え
る
つ
ど
い

公
益
財
団
法
人
忍
郷
友
会

市
民
公
開
講
座

「
修
己
の
書
『
小
学
』
を
読
む
」

ホ
ー
ル　

▼
出
演
　
早
川
真
琴
さ

ん
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
）、
夏
見
え
み
さ

ん
（
ピ
ア
ノ
）　

▼
定
員
　
１
０
０

人　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　
事

前
申
し
込
み
不
要　
▼
問
　
同
館
☎

５
５
３
―
１
４
７
８

▼
日
時
　
2
月
27
日
㈯
午
後
1
時

開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
市
内
の
公
民
館

で
活
動
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
16

団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
歌
謡
曲
や
童
謡
な

ど
の
歌
声
を
披
露
す
る　
▼
入
場
無

料
　
▼
主
管
　
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ラ
ス

発
表
会
実
行
委
員
会　
▼
問
　
中
央

公
民
館
☎
５
５
６
―
２
６
４
９

▼
日
時
　
2
月
28
日
㈰
午
前
9
時

※
雨
天
中
止　
▼
集
合
場
所
　
古
代

蓮
の
里
駐
車
場　
▼
内
容
　
忍
川
の

冬
鳥
な
ど
郷
土
の
歴
史
と
自
然
を
楽

し
み
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す
る　

▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
持
っ
て

い
る
方
は
双
眼
鏡
（
7
〜
8
倍
）　
▼

主
催
　
み
ど
り
の
ぎ
ょ
う
だ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　
▼
そ
の
他
　
汚
れ
て
も
よ

い
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い　
▼
問
　
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
☎
５
６
４
―
３
０
０
０

第
20
回
行
田
市
公
民
館

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ラ
ス
発
表
会

第
20
回
「
未
来
へ
残
し
た
い
行
田

の
自
然
八
景
」
ウ
ォ
ー
ク

〜
忍
川
の
カ
モ
観
察
と
足
袋
蔵
を
巡
る

会
事
務
局
（
〒
３
６
１
―
０
０
７
３ 

行
田
市
行
田
5
―
10 

ス
リ
ー
ハ
ー
ト

ビ
ル
3
階
）　
▼
問
　
同
会
事
務
局

☎
５
５
６
―
９
０
０
０
（
月
・
木
曜

日
、
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

▼
日
時
　
2
月
20
日
㈯
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
忍
・
行

田
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼
定
員
　
60

人　
▼
受
講
無
料
　
▼
主
催
　
公
益

財
団
法
人
忍
郷
友
会　
▼
後
援
　
行

田
市
教
育
委
員
会　
▼
問
　
同
会
☎

５
５
６
―
９
０
０
０
（
月
・
木
曜

日
、
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

▼
日
時
　
①
2
月
10
日
・
17
日
・
24

日　

②
3
月
9
日
・
16
日
・
23
日
※

い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分　
▼
場
所
　
ミ
シ
ン
会

館
（
株
式
会
社
日
建
内
・
藤
原
町
1

―
31
―
20
）　
▼
内
容
　
①
ス
モ
ッ

ク
の
作
成 

②
エ
ー
ジ
レ
ス
Ｔ
ブ
ラ
ウ

ス
の
作
成
※
い
ず
れ
も
予
定　
▼
対

象
　
市
内
在
住
の
方　
▼
参
加
費
　

４
千
５
０
０
円
（
教
材
費
を
含
む
）　

▼
定
員
　
各
5
人　
▼
申
・
問
　
行
田

商
工
会
議
所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

読
み
聞
か
せ
絵
本
の
選
び
方

ミ
シ
ン
教
室

羽生市 
祝13周年ムジナもんお誕生日会を開催!!
　今年で13周年を迎えたムジナもんと仲間たちを祝福
するために、全国からおともだちキャラクターが遊びに
来てくれます。
▶日 時　2月20日㈯午前10時～午後4時（予定）
▶場 所　イオンモール羽生（西コート）
▶内 容　 キャラクターグッズ販売、ムジナもんへの

年賀状展示、新ムジナキッズお披露目など
▶参加キャラクター　 ムジナもんと仲間たち、ゴーヤファミリー

（京都府福知山市）、さのまる（栃木県佐野
市）、ふっかちゃん（埼玉県深谷市）、みっ
けちゃん（大阪府枚方市）、与一くん（栃
木県大田原市）など25キャラ（予定）

▶問い合わせ　 キャラクター推進室（羽生市民プラザ内）
☎560―3119

加須市 
イチゴ収穫体験
　甘くてみずみずしいと好評のイチゴの収穫体験が今年
も始まります。
▶日 時　 2月13日㈯～ 4月末ごろ
　　　　　　 午前9時～午後3時（月曜日を除く）
　　　　　　※ 休日の月曜日に開館した場合は、その翌

日が休館
▶場 所　北川辺ライスパーク（加須市麦倉454）
▶費 用　3パック（約１キログラム）まで1,200円
▶予約開始　 2月9日㈫から※生育状況などにより収穫

の体験ができない場合があります。
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　同パーク
　　　　　　☎0280―62―4349

でかけませんか となりまち

■ ■ ■　北彩タウン情報　■ ■ ■

広告広告



催し・募集

▼
日
時
　
2
月
25
日
〜
3
月
17
日

の
木
曜
日
（
全
4
回
）
午
後
2
時
〜

3
時
30
分　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
3
研
修
室　

▼
内
容
　
有
酸
素
運
動
を
行
い
な
が

ら
計
算
、
し
り
と
り
、
そ
の
他
認
知

課
題
に
取
り
組
み
、
脳
の
活
動
を
活

高
齢
者
脳
ト
レ
体
操
教
室

「 
頭
と
体
を
同
時
に
使
っ
て
、

認
知
機
能
を
高
め
ま
し
ょ
う
」

▼
日
時
　
2
月
24
日
㈬
午
後
6
時
30

分
開
会　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
１
研
修
室　
▼
内
容
　
安
保
法

制
と
は
何
か
、
戦
争
さ
せ
な
い
展
望

を
憲
法
学
者
で
弁
護
士
の
小
林
節
氏

が
語
る　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
行
田
・
羽
生

の
会　
▼
そ
の
他
　
託
児
対
応
あ
り　

▼
問
　
埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
行

田
羽
生
支
部
☎
５
５
３
―
２
３
２
１

▼
日
時
　
2
月
20
日
〜
3
月
19
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
7
時

〜
8
時
15
分　
▼
場
所
　「
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　
▼
対

象
　
小
学
生
以
上　

▼
費
用
　【
中

学
生
以
下
】
1
千
５
０
０
円
【
高
校

生
以
上
】
2
千
５
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
を
含
む
）　
▼
服
装
　
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
な
ど
運
動
し
や
す
い

服
装　
▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル　
▼
主

催
　
行
田
市
少
林
寺
拳
法
連
盟　
▼

申
　
2
月
6
日
㈯
・
13
日
㈯
午
後
6

時
〜
7
時
に
費
用
を
添
え
て
「
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
ロ
ビ
ー　

▼
問
　
同
連
盟
島
田
☎
０
９
０
―

３
０
４
９
―
４
６
９
４

あ
の
小
林
節
が

安
保
法
制
廃
止
を
語
る

少
林
寺
拳
法
教
室

▼
日
時
　
2
月
17
日
㈬
〜
19
日
㈮

午
後
7
時
〜
9
時　

▼
場
所
　
商

工
セ
ン
タ
ー
４
０
４
研
修
室　
▼
内

容
　
創
業
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー　
▼
講
座
名
　【
17
日
】

明
日
か
ら
は
じ
め
る
創
業
。
ま
ず
は

｢

や
っ
て
み
る｣

の
が
い
い
！【
18
日
】

地
域
で
成
功
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
秘ひ

訣け
つ

と
は
？
【
19
日
】
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

創
業
の
プ
ラ
ン
の
可
能
性
を
広
げ
よ

う　
▼
講
師
　
山
内
正
明
さ
ん　
▼

対
象
　
創
業
を
考
え
て
い
る
方
、
創

業
し
て
間
も
な
い
方　
▼
定
員
　
各

日
20
人
（
先
着
順
）　
▼
受
講
料
　
1

開
催
日
当
た
り
1
千
円　

▼
主
催
　

行
田
商
工
会
議
所
他　

▼
申
・
問
　

同
会
議
所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　
3
月
6
日
㈰
午
前
10
時

30
分
か
ら
受
け
付
け　
▼
集
合
場
所
　

商
工
セ
ン
タ
ー　
▼
内
容
　
午
前
中

は
自
分
磨
き
講
座
（
男
性
は
男
子
力

講
座
、
女
性
は
心
理
学
講
座
）
を
受

講
し
、
午
後
は
男
女
各
4
人
の
グ
ル
ー

プ
で
街
中
を
散
策
す
る
※
食
事
・
お
土

産
な
ど
付
き　
▼
対
象
　
25
歳
か
ら

創
業
塾

探
検
！
発
見
！
プ
チ
行
田

ま
ち
コ
ン
＆
自
分
磨
き
講
座

45
歳
ま
で
の
独
身
の
男
女　
▼
定
員
　

20
組
（
計
40
人
）　
▼
参
加
費
　【
男

性
】
2
千
５
０
０
円
【
女
性
】
2
千

円　
▼
そ
の
他
　
2
人
1
組
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。　
▼
申
　
2
月
1
日

㈪
〜
29
日
㈪
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
上
（
様
式
自
由
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
６
―

０
２
５
２
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
、
抽
選
結
果
は
後
日
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
連
絡
し
ま

す
。　
▼
問
　
同
法
人
事
務
局
野
村

☎
０
９
０
―
３
１
３
１
―
８
３
５
６

▼
日
時
　
3
月
26
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
4
時　

▼
場
所
　
牧
禎
舎

（
忍
1
―
4
―
11
）　
▼
内
容
　
藍

染
め
の
糸
を
使
っ
て
か
わ
い
い
こ
ぎ

ん
刺
し
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
る　

▼

講
師
　hitoharico**

さ
ん　

▼
対

象
　
小
学
4
年
生
以
上
の
方　
▼
定

員
　
15
人
（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　

1
千
４
０
０
円　

▼
主
催
　
ぎ
ょ

う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼

申
・
問
　
２
月
５
日
㈮
か
ら
電
話

で
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
５
５
２
―

１
０
１
０
（
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

藍
染
め
糸
で

こ
ぎ
ん
刺
し
体
験
2

発
に
す
る　
▼
対
象
　
市
内
在
住
で

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
（
医
師
か

ら
運
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

事
前
に
主
治
医
に
確
認
す
る
こ
と
）　

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）　
▼
持
ち

物
　
筆
記
用
具
、
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、

運
動
し
や
す
い
服
装
、
飲
み
物　
▼

申
・
問
　
2
月
16
日
㈫
午
前
9
時
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
2
月
16
日
㈫
午
後
1
時
〜

4
時　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
３
研
修
室　
▼
内
容
　
高
年
齢

者
向
け
の
年
金
や
働
き
方
な
ど
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
を
学
ぶ　
▼
対
象
　
55

歳
以
上
で
①
会
社
、
団
体
ま
た
は
自

営
業
主
に
雇
わ
れ
て
給
与
、
賃
金
を

得
て
い
る
方　
②
求
職
活
動
を
行
っ

て
い
る
方　
▼
定
員
　
50
人
（
先
着

順
・
要
予
約
）　

▼
受
講
無
料
　
▼

申
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
（
公

社
）
埼
玉
県
雇
用
開
発
協
会
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
載
す
る

こ
と
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
４
８
―
８
２
２

―
６
４
８
１　

▼
問
　
同
協
会
☎

０
４
８
―
８
２
４
―
８
７
３
９

▼
日
時
　
3
月
10
日
㈭
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除

く
）　

▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
内
容
　
全
血
献
血　
▼
主
催
　
行

田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
▼
そ
の
他
　

献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
お
持
ち
の
方
）。　

▼
問
　
埼
玉

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８

―
７
２
０
―
８
０
０
９

生
涯
現
役
社
会
実
現

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

そ 

の 

他

献
血

262016.2 市報 ぎょうだ27
【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口83,585 人　男41,603人　女41,982人　世帯数34,021世帯

（平成28年1月1日現在） 12月中の異動　出生49人　転入等167人　死亡71人　転出等204人

STA
RD
U
ST REV

U
E 

35th A
nniversary 

Tour

「
ス
タ
☆
レ
ビ
」

▼
日
時
　
5
月
22
日
㈰
午
後
5
時

開
演　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
出
演
　STARD

U
ST 

REVU
E　

▼
入
場
料
　
全
席
指
定

6
千
７
０
０
円　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り

扱
い
　
3
月
12
日
㈯
午
前
9
時
か
ら

産
業
文
化
会
館
で
発
売
（
残
券
が
あ

る
場
合
の
電
話
受
け
付
け
は
翌
日

午
前
10
時
か
ら
）　
▼
そ
の
他
　
チ

ケ
ッ
ト
は
1
人
2
枚
ま
で

古
代
蓮
の
里
売
店

出
店
登
録
業
者
募
集

　
古
代
蓮
の
里
売
店
で
は
、
弁
当
な

ど
の
食
品
・
蓮
に
関
連
す
る
雑
貨
な

ど
を
販
売
す
る
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

商
工
セ
ン
タ
ー
臨
時

休
館
の
お
知
ら
せ

　
2
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
は
、
全
施

設
定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
。

▼
応
募
条
件
　
次
の
①
〜
④
全
て
を

満
た
し
て
い
る
業
者　
①
市
内
に
事

業
所
を
置
い
て
い
る
こ
と　
②
来
園

者
の
利
便
に
役
立
つ
も
の
を
販
売
で

き
る
こ
と　
③
一
年
を
通
じ
て
継
続

的
に
商
品
を
出
品
で
き
る
こ
と　
④

法
人
税
ま
た
は
市
県
民
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と　
▼
応
募
締
切
　
2
月

28
日
㈰
午
後
4
時
ま
で　
▼
そ
の
他
　

詳
細
は
電
話
で
同
館
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。古

代
蓮
会
館　
バ
レ
ン
タ
イ
ン

サ
ン
セ
ッ
ト
鑑
賞
会

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
展
望
タ

ワ
ー
か
ら
の
夕
日
を
鑑
賞
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
開
館
時
間
を
延
長
し

ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
14
日
㈰
午
前
9
時
〜

午
後
6
時
30
分
（
入
館
受
け
付
け
は

午
後
6
時
ま
で
）　
▼
そ
の
他
　
①

有
料
入
館
者
に
一
口
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
進
呈　
②
館
内
休
憩
所
で
ホ
ッ
ト

コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
提
供　
▼
入
館
料
　

【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中
学

生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無
料

総
合
公
園
お
よ
び
富
士
見

公
園
の
管
理
・
整
備
ス
タ
ッ

フ
募
集

▼
勤
務
時
間
　【
月
〜
金
曜
日
】
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
4
時
の
間
【
土
・

日
曜
日
、
祝
日
】
午
前
6
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分
の
間　
▼
勤
務
場
所
　

総
合
公
園
お
よ
び
富
士
見
公
園　
▼

業
務
内
容
　
屋
外
体
育
施
設
お
よ
び

公
園
施
設
の
管
理
・
整
備
業
務
（
週

2
〜
3
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）　

▼
応
募
要
件
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
勤
務
が
可
能
で
健
康
な
方
（
要
普

通
自
動
車
免
許
）
※
試
用
期
間
あ

り　
▼
募
集
人
数
　
2
人　
▼
時
給
　

８
５
０
円
（
試
用
期
間
は
８
２
０
円
）　

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
上
、
面

接
を
実
施
（
3
月
上
旬
予
定
）　
▼

申
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参

の
上
、
２
月
26
日
㈮
ま
で
に
直
接
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古代蓮会館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

広告広告



　
「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」
１
月
号
で
触
れ
た
よ
う
に
、

没
落
農
民
の
多
発
、
対
蝦え
み
し夷

戦
争
に
よ
る
重
圧
、
度

重
な
る
災
害
が
、
政
治
・
社
会
の
混
乱
を
招
き
、
治

安
が
悪
化
し
て
関
東
地
方
の
律
り
つ
り
ょ
う令
体
制
は
崩
壊
し
て

い
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
拍
車
を
掛
け
た
の
が
、
朝
廷
か

ら
国こ
く

司し

な
ど
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
そ
の
権
力
で
私
財

を
蓄
え
、
退
任
後
も
現
地
に
と
ど
ま
っ
て
勢
力
を
伸

ば
し
た
土ど

豪ご
う
た
ち
の
横
暴
で
し
た
。
彼
ら
は
後
任
の

国
司
や
在
地
の
郡ぐ
ん

司じ

と
対
立
し
、
や
が
て
武
力
に
訴

え
て
地
方
政
治
を
混
乱
さ
せ
ま
し
た
。

　

市
域
周
辺
で
も
延え
ん

喜ぎ

19
年
（
９
１
９
）
に
、
現

在
の
北
鴻
巣
駅
付
近
に
土
着
し
た
武
蔵
前
権ご
ん
の
す
け介

源み
な
も
と
の
た
も
つ

任
が
、
国こ
く

衙が

か
ら
官
物
を
運
び
取
り
、
官
舎

を
焼
き
払
っ
て
、
国
府
を
襲
い
、
武む
さ
し
の
か
み

蔵
守
高た
か

向む
こ

利
春

を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
事
件
を
起
こ

し
て
い
ま
す
。

　

承じ
ょ
う
へ
い平５
年
（
９
３
５
）
〜
天て
ん
ぎ
ょ
う慶３

年
（
９
４
０
）
に
は
平
た
い
ら
の
将ま
さ
門か
ど
の
乱
が

起
こ
り
、
度
重
な
る
戦
で
田
畑
は
焼

か
れ
て
荒
廃
し
、
人
々
は
土
地
を
捨

て
て
離
散
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

治
安
の
悪
化
に
対
し
て
朝
廷
は
、

武
力
に
よ
る
律
令
体
制
の
維
持
を
図

り
ま
す
が
、
平
将
門
の
乱
以
降
も
、

兵つ
わ
も
のと

呼
ば
れ
た
武
装
し
た
土
豪
た

ち
の
争
い
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
域
周
辺
で
も
、

源
任
の
子
の
源
み
な
も
と
の
あ
つ
る

充
と
、
熊
谷
市
村
岡
を
居
地
と
し

て
い
た
平
将
門
の
叔
父
の
平
た
い
ら
の

良よ
し

文ぶ
み

が
合
戦
し
た
こ

と
が
、『
今
昔
物
語
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
兵
た
ち
が
、
や
が
て
武
士
へ
と
成
長
し
、

律
令
体
制
崩
壊
後
の
地
域
を
支
配
し
て
い
き
ま
す
。

　
律
令
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
、
人
々
の
暮
ら
し
に

も
大
き
な
変
化
が
現
れ
ま
す
。

　
最
初
の
大
き
な
変
化
は
、
土
器
（
食
器
な
ど
）
の

変
化
で
、
10
世
紀
中
ご
ろ
を
最
後
に
、
古
墳
時
代
か

ら
使
わ
れ
て
い
た
土は

師じ

器き

と
須す

恵え

器き

が
作
ら
れ
な
く

な
り
、
代
わ
っ
て
両
者
の
中
間
的
な
ろ
く
ろ
成
形
で

素
焼
き
の
土は

師じ

質し
つ
土ど

器き

が
、
10
世
紀
後
半
以
降
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
律
令
体
制
の
崩
壊
で
、
官

営
の
須
恵
器
窯
の
操
業
と
製
品
の
流
通
が
ま
ま
な
ら

な
く
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
次
の
大
き
な
変
化
は
住
居
の
変
化

で
、
10
世
紀
末
を
最
後
に
、
縄
文
時

代
か
ら
続
い
て
い
た
竪
穴
式
住
居
が

建
て
ら
れ
な
く
な
り
、
一
般
庶
民
の

住
居
も
掘
立
柱
建
物
が
主
流
と
な
り

ま
す
。

　

古
代
の
律
令
体
制
か
ら
、
中
世
の

武
家
社
会
へ
と
、
時
代
は
徐
々
に
動

き
始
め
た
の
で
す
。

 

（
文
化
財
保
護
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島
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
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平
成
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2
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
836

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る
35

行
田 

歴
史
系
譜
263

兵
つ
わ
も
の

　 

た
　 

ち
　 

の
　 

争
　 

乱

　1月9日、中央公民館（「みらい」内）で毎年恒例となっている行
田市少年少女将棋大会が行われました。

　今回で30回目を迎える記念すべき大会に、市内の小・中学生81人が参加。個人
戦、団体戦それぞれにエントリーした選手たちは、決勝トーナメントそしてその先
の優勝を目指して、対戦相手の一手二手先を読みながら勝負に挑んでいました。ま
た、対局後お互いの攻め方などを検証し合うなど、将棋を通して交流を深めること
ができたようです。

このコーナーで紹介する施設を募集していますので、希望
される場合は広報広聴課までご連絡ください。

　行
ぎょう

田
だ

園
えん

は、平
へい

成
せい

5年
ねん

12月
がつ

にオープンした知
ち

的
てき

障
しょう

がいの方
かた

の食
しょく

事
じ

や入
にゅう

浴
よく

などの生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

を行
おこな

っている施
し

設
せつ

だよ。
　日

にっ

中
ちゅう

は、個
こ

々
こ

の能
のう

力
りょく

に合
あ

わせて、絵
かい

画
が

や手
しゅ

芸
げい

、牛
ぎゅう

乳
にゅう

パックを
原
げん

料
りょう

にしたはがき作
づく

りに励
はげ

んでいるんだ。自
じ

分
ぶん

のペースで、み
んなのびのびと活

かつ

動
どう

をしているよ。また、市
し

内
ない

2カ
か

所
しょ

しかない
短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

サービスも提
てい

供
きょう

しているんだって。
　さらに、平

へい

成
せい

27年
ねん

4月
がつ

から施
し

設
せつ

の一
いっ

室
しつ

を使
つか

って、小
しょう

学
がく

生
せい

から
高
こう

校
こう

生
せい

を対
たい

象
しょう

にした放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス「行
ぎょう

田
だ

園
えん

ポコ・ア・ポ
コ」も始

はじ

まったんだ。「これからもご利
り

用
よう

者
しゃ

に寄
よ

り添
そ

った支
し

援
えん

を
していきたい」って職

しょく

員
いん

の皆
みな

さんは話
はな

していたよ。

【住所】荒木1199　【電話番号】557―3283

方
かた

の食
しょく

福祉施設編
こぜに

with
フラべぇ

がちゃん
行く!

GYODA
市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS

No.836
Feb.2016

酒巻出土の土師質土器（実測図）

行
ぎょう

田
だ

園
え ん

（運営：社会福祉法人 聖徳会）


